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公欠及び出席停止の取扱いについて（通知） 

 

 病気療養を理由とする公欠申請及び感染症罹患による出席停止の指示については、オン

ライン方式の授業増加や新型コロナウイルス感染に係る療養期間の変化など昨今の現況を

踏まえ、学生便覧「履修の手引き（共通）」部分に記載の内容を下記のとおり整理しますの

でお知らせします。 

 いずれの場合にも、原則として医師による診断が必要となります。必ず大学ホームページ

から指定様式をダウンロードのうえ医療機関に持参し、診断書の作成を依頼してください。

不明な点は必ず事前に大学へ確認してください。また、事後の連絡では手続きができない場

合がありますので十分留意してください。 

 

記 

 

１．公欠について 

 (1) 学生便覧の記載を別紙１のとおり改め、１週間以上の病気、負傷については、「原則

として１週間以上の入院加療を伴うもの」であることを明記。また、この場合において、

授業方式や加療の様態等により一部又は全部の期間が承認されない場合があることに

ついても留意すること。 

 (2) １週間以上の入院を伴わず、薬の処方のみで自宅療養の場合は、診断書等により医師

の指示や意見が確認できる場合を除き、原則として公欠の対象にはならない。 

 (3) オンライン方式の授業の場合は、授業の形式（リアルタイム又はオンデマンド）、受

診時間、病状、医療機関への端末持ち込みの状況、加療期間などを考慮しやむを得ない

と認められる場合を除き、原則として公欠の対象外とする。 

 (4) 公欠申請書及び診断書の提出締切は、公欠と認められる期間の最終日から起算して

14 日以内とする。ただし、各学期の提出締切は定期試験最終日（シーボルト校におい

ては別途通知。以下別紙１及び２において同じ。）とする。提出期限経過後の申請は認

めない。 

 

２．出席停止について 

学校保健安全法及び関係法令の基準を原則としつつ、療養が長期に及ぶ場合の取扱い

について別紙２のとおり整理する。 

  



（別紙１）公欠に係る学生便覧掲載内容の改正 

 

 

 

 

 



（別紙２）出席停止の基準 

 

 



 
 

 

＜学生便覧関係部分（改正後）＞ 

 

 


